
第６回 軽井沢オープンドアスクール（仮称）設置準備会議のまとめ 
日時 令和８年（2026）１月 28 日（水） 午後３時 00 分から午後５時 00 分まで 

会場 軽井沢町中央公民館 大講堂 

出席 

(敬称略 

◎座長 

〇副座長） 

◎荒井 英治郎   本田 秀夫   〇三和 秀平    木村 泰子    西郷 孝彦 

飯澤 幸世    今村 久美    西野 博之    岡田 敏之     

藤木 拓道    一色 保典    向井 健太郎 

本城 慎之介   楠 武明（代理） 諸星 ひとみ   岩崎 ひとみ 

欠席(敬称略) 福本 理恵    上原 浩子    久保 貴史 傍聴者 16 人 

事務局 宮本 隆 教育長   内堀 繁利 教育推進アドバイザー  岩井 和成 課長 

金井 章宏 課長補佐 金井 拓也 係長 

学校教育係 職員 小林 真理  堀本 淳子 

軽井沢高校・教育魅力化推進係 職員 根津 彩香  桐野 耕介 

議題 （１）第５回軽井沢オープンドアスクール（仮称）設置準備会議のまとめ 

（２）「  私たちの学校』づくり」ワークショップ・実践について（中間報告） 

（３）スクールコンセプトについて 

（４）設置場所について 

（５）スクールデザインについて 

（６）学校案内について 

（７）申請書類の様式について 

（８）その他 

当日資料 次第、設置準備会議委員名簿、第５回設置準備会議のまとめ、 

「  私たちの学校』づくり」ワークショップ・実践について、 

ワークショップ結果報告、「 私たちの学校』づくり」経過報告、 

スクールコンセプトに関わる意見・質問と事務局対応、スクールコンセプト、 

設置場所について、スクールデザインについて、日課に関わる意見・質問と事務局対応、 

日課（第２案）、公共施設における町内の生徒の居場所について、 

教育課程に関わる意見・質問と事務局対応、教育課程（第２案）、学習空間デザイン（第１案）、

学校案内（案）、学びの多様化学校申請書様式、夜間中学設置届出書様式 

主な内容（意見、質問等） 

会議次第について 

１．開会 

２．教育長挨拶 

３．座長挨拶 

４．議題 

（１）第５回軽井沢オープンドアスクール（仮称）設置準備会議のまとめ 

  【意見・質問等】なし 

（２）「  私たちの学校』づくり」ワークショップ・実践について（中間報告） 

  【質問】・中学校での実践で、実施時期に検討の余地があるとの反省があるが、このような反省はなぜ出たの

か。 

（３）スクールコンセプトについて 

  【意見】・夜間中学における就学援助について、市町村で制度が異なるため、そのあたりも含めて検討いただ

きたい。 

・軽井沢中学校と軽井沢オープンドアスクールの子どもが本当に繋がって、この町をつくっていく大

人になれるようにしていただきたい。 

・まずは、今登校できずに苦しんでいる児童生徒を優先で考えていただきたい。 

・軽井沢オープンドアスクールへ通いたいために、意図的に欠席日数を増やす児童生徒が出る可能性

もあるため、要件は明確にしていただきたい。 

  【質問】・近隣市町村への広域化は、夜間中学コースだけか。 

・今後、夜間中学コースのニーズの掘り起しはどのように計画しているか。 

・夜間中学コースの広域化について、近隣市町とはどこを想定しているか。 

・軽井沢オープンドアスクールへ通うことのできる生徒の条件はどのようなものか。 

・軽井沢中学校へ毎日通っているが、苦しい思いをしており、軽井沢オープンドアスクールへ行きた

いという生徒は対象となるか。 

 

 
 



（４）設置場所について 

  【意見】・学校整備にあたり、学校らしさが出ないように配色や仕掛けの工夫をいただきたい。 

（５）スクールデザインについて 

  【意見】・不登校ありきの対策ではなく、不登校を生まない対策を実施いただきたい。 

・学校の魅力化という言葉だけではなく、子どもが息を吐け、無理せずに行ける学校にしていただき

たい。 

・転入学時期を、4月 10 月に限定せず、フレキシブルに対応いただきたい。 

・体験入学について、本人も保護者も納得できるものにしていただきたい。 

・夜間中学コースの修業年限について、生徒によっては校長判断等で変更できるようにしていただき

たい。 

  【質問】・定員は何名まで増やせるか。 

・学びの多様化学校コースにおける１学級の定員は 10 名で足りるか。 

・資料にある、公共施設における町内の生徒の居場所は既存中学校の生徒も使うことができるか。 

（６）学校案内について 

  【意見】・Ｑ＆Ａについて、高校受験等で不利にならないという文言を入れていただきたい。 

・成績のつけ方に関わる文言を再度検討いただきたい。 

・Ｑ＆Ａで記載のある、費用に係る内容についても再度検討いただきたい。 

・学校案内の内容が網羅できる動画を作成いただきたい。 

・オンラインの活用について、現場任せになってしまうことが多いため、運用方法等の枠組みを早め

から組んでいただきたい。 

・どんな先生がいるか分からないと不安な生徒もいるため、先生の写真も掲載していただきたい。 

・戻り学習や、先に進む学習等、特別な教育課程の考え方を積極的に取り入れていただきたい。 

（７）申請書類の様式について 

  【意見・質問等】なし 

（８）その他 

  ・次回は令和８年３月５日（木）、軽井沢町中央公民館にて開催となる。 

   開催時間については、事務局の都合により 16 時から 18 時までとなる。 

  ・夜間中学の広報活動について、アウトリーチということで様々な場所で説明をしている。 

   結果、学齢期および学齢経過者とのコンタクトを取るところまで来ている。 

   今後、上記の方とコンタクトを取った経過等も含めて報告する。 

  ・昨年９月に実施したフォーラムを、令和８年度にも実施する方向で計画している。 

   令和８年度は、７月 12 日（日）で実施予定のため、スケジュール確保をお願いしたい。 

５．その他 

  特になし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


